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140,00028,00028,00028,00028,00028,000
年度

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

9966
570
7869
4503

千円
千円
千円

千円

10479
597
7709
0

5098
261
1842
00

9101
872

10510
25年度実績9月末の実績25年度予定

事業活動の実績（活動指標）
24年度実績単位項目

需用費
手数料
委託料
工事請負費

評価対象外事業
双海地域事務所管理事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
行財政改革
行財政改革の推進

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

双海地域事務所

根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

井上 満宏
所管課情報 担当課： 986-1111

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 市民

大森 秀泰

適切な維持管理に努め、省エネ・エコis期を高めて低炭素化を目指す。

昨年に引き続き、照明のこまめな入切、ウォームビズ・クールビズを意識した空調設備の温度設定に努める。

施設の機能・役割・運営方法の検証を行い維持管理費の削減に努めつつ、適正な施設・設備や備品の維持管
理を行うことで、庁舎の保全と公務の円滑な執行を確保する。

事業の目的

双海地域事務所及び下灘コミュニティセンターの維持管理

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
26,898
1,999
0

22,609
3,660
26,269 9,877

1,789
8,088 20,381

3,660
24,041

人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

0
0
0
0

26,269

0.25
7,999
0

1,999
0
0
0
0

28,897 24,041

0.45
8,135
0

3,660
0

0
0

0
9,877
0
0
0
0

1,789
0

8,135
0.220.45

8,135
0

3,660
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二次評価

二次評価
（所属部長）

課題認識

地域事務所及びコミュニティーセンター業務は行政事務の遂行や地域のコミュニティー活動のために欠か
せないものであり、経済性を主眼に、効率的な維持管理に努める必要がある。

一次評価結果のとおり事業継続と判断するが、以下の課題を新たに追加する。

意見、課題
 課題認識のとおり、地域事務所は行政事務所としての機能に限らず、自治支援センターとして地域の
様々な課題解決や地域コミュニティ補完の場である。経費節減はもちろんであるが、広く活用を促し効果
を挙げる工夫を求める。

コスト効率 3
受益者負担の適正 4

B

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 5

A市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 5

有効性
事業の効果 5

B成果向上の可能性 3
施策への貢献度 3

効率性
手段の最適性 4

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

A

B

B
手段の最適性 4

コスト効率 3

成果向上の可能性 4
施策への貢献度 4

市の関与の妥当性 5
事業の効果 5

　住民が安心して来庁できるように、一層安全管理、庁舎美化に努める必要がある。このためにも、職員
全員が自覚を持って事務改善、庁舎の維持管理に努めていく必要がある。

自己評価
5目的の妥当性

市民ニーズへの対応 5

成果指標

指標設定の
考え方

保守点検、改修等により、適正な維持管理を行い施設の保全を図る。

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度 目標26年度
002800028000

受益者負担の適正 4

002038126898

成果指標
施設の効率的な維持管理



3

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

二次評価の内容を踏まえ見直すこと。

下記の点を見直しの上、継続する。


